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コムーネからみるイタリア社会とことば

二
〇
一
三
年
五
月
二
〇
日

　
開
催

｢
街
角
で
ふ
れ
る
コ
ト
バ
と
社
会｣

シ
リ
ー
ズ

　
第
１
回

│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
グ
ル
ー
プ

コ
ム
ー
ネ
か
ら
み
る
イ
タ
リ
ア
社
会
と
こ
と
ば

 

―
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
事
例
に 

飯
田
巳
貴

■
講
演
者
…
…
飯
田
巳
貴
（
専
修
大
学
准
教
授
）

■
司

　
会
…
…
林

　
史
樹
（
本
学
ア
ジ
ア
言
語
学
科
教
授
）

イ
タ
リ
ア
と
い
う
国
と
そ
の
社
会
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
時
、
手
が

か
り
と
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と
つ
は
、
コ
ム
ー
ネ（com

une

）で
あ

ろ
う
。
コ
ム
ー
ネ
は
、
英
語
の
“com

m
unity

”
の
語
源
と
な
っ
た
言

葉
で
、
歴
史
的
に
は
中
世
に
北
・
中
部
イ
タ
リ
ア
で
誕
生
し
た
自
治
都

市
を
指
す
。
ま
た
現
在
で
も
イ
タ
リ
ア
共
和
国
に
お
け
る
行
政
単
位
で

あ
り
、
州（regione

、
全
二
〇
州
）、
県（provincia

、
全
一
一
〇
県
）

の
下
部
に
置
か
れ
る
が
、
全
土
で
八
〇
〇
〇
以
上
あ
る
コ
ム
ー
ネ
の
規

模
は
実
に
多
様
で
あ
る
。
最
小
の
も
の
で
は
人
口
数
十
人
の
村
か
ら
、

最
大
で
は
二
五
〇
万
以
上
の
人
口
を
持
つ
首
都
ロ
ー
マ
の
様
な
大
都
市

ま
で
、
全
て
コ
ム
ー
ネ
で
あ
る
。
各
コ
ム
ー
ネ
は
自
立
性
が
高
く
、
そ

の
背
景
に
は
各
々
の
自
然
環
境
や
社
会
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
歴
史
が
反

映
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
声
高
に
言
わ
れ
た
時
期
、

イ
タ
リ
ア
の
都
市
や
小
さ
な
町（
コ
ム
ー
ネ
）の
衣
食
住
に
わ
た
る
多
彩

な
魅
力
が
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
イ
タ
リ
ア
の
魅
力
は
大
小
の
都
市
に
息
づ
く
個
性
的
な

芸
術
や
生
活
文
化
に
あ
り
、
そ
れ
故
に
イ
タ
リ
ア
は
「
都
市
の
国
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
で
は
都
市
の
国
イ
タ
リ
ア
の
多
様
性
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？

本
稿
で
は
ま
ず
現
代
の
イ
タ
リ
ア
社
会
に
お
け
る
コ
ム
ー
ネ
の
位
置

づ
け
と
、
そ
の
歴
史
的
な
形
成
過
程
を
中
世
に
遡
っ
て
概
略
す
る
。
次

に
、
筆
者
が
か
つ
て
留
学
し
た
経
験
を
持
ち
、
現
在
も
研
究
の
対
象
と

し
て
い
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
な
り
た
ち
を
紹
介
し
、
今
も
街
中
に
残
る

歴
史
の
足
跡
を
紹
介
す
る
。

イ
タ
リ
ア
半
島
で
は
、
五
世
紀
後
半
に
ロ
ー
マ
帝
国
の
西
半
分
が
消

滅
し
て
以
来
、
約
一
四
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
一
つ
の
国
家
に
統
一
さ
れ
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る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
現
在
の
イ
タ
リ
ア
共
和
国
は
、
明
治
維
新
と
同

時
代
の
一
八
六
一
年
に
原
型
が
成
立
し
、
約
一
五
〇
年
の
歴
史
し
か
持

た
な
い
。
古
代
末
期
か
ら
近
代
に
い
た
る
ま
で
、
半
島
内
に
は
常
に
大

小
様
々
な
複
数
の
国
家
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
イ
タ
リ
ア

半
島
の
歴
史
は
現
代
に
お
い
て
も
、
各
コ
ム
ー
ネ
社
会
の
慣
習
、
文
化
、

言
語
な
ど
様
々
な
形
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
タ
リ
ア
人
の
帰
属
意
識
と
い
う
点
で
こ
の
コ
ム
ー
ネ
の
持
つ
求
心

力
は
非
常
に
大
き
く
、「
イ
タ
リ
ア
人
」
で
あ
る
前
に
、「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
人
」、「
ミ
ラ
ノ
人
」、

「
ロ
ー
マ
人
」
と
い
っ
た

意
識
が
非
常
に
強
い
。
コ

ム
ー
ネ
の
中
心
に
は
広
場

に
面
し
た
教
会
が
あ
り
、

そ
の
鐘
楼
（
カ
ン
パ
ニ
ー

レ
）
が
見
え
る
、
鐘
が
聞

こ
え
る
範
囲
に
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
、
カ
ン

パ
リ
ニ
ズ
モ
と
呼
ば
れ
る

狭
隘
な
郷
土
愛
も
イ
タ
リ

ア
社
会
の
特
徴
と
し
て
挙

げ
ら
れ
よ
う
。

イ
タ
リ
ア
の
知
人
か

ら
、「
我
々
が
イ
タ
リ
ア
人
と
い
う
自
意
識
を
持
つ
の
は
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
で
イ
タ
リ
ア
代
表
を
応
援
す
る
時
だ
け
」
と
、
本
気

と
冗
談
が
半
々
の
セ
リ
フ
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
と
い
え

ば
サ
ッ
カ
ー
で
も
有
名
だ
が
、
地
元
チ
ー
ム
に
対
す
る
熱
愛
ぶ
り
は
強

烈
で
あ
る
。
試
合
時
間
、
ど
の
家
の
窓
か
ら
も
試
合
の
中
継
音
声
と
歓

声（
あ
る
い
は
悲
鳴
）が
聞
こ
え
、
街
角
の
バ
ー
ル
で
は
街
頭
テ
レ
ビ
の

前
に
常
連
が
陣
取
る
。
町
の
中
央
広
場
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
が
設
け
ら
れ
、
試
合
が
勝
利
に
終
わ
る
と
、
街
に
繰
り
出
し
て
大
騒

ぎ
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
騒
ぎ
に
は
一
切
無
関
心
な
住
民
も

い
る
）。

さ
て
イ
タ
リ
ア
の
ほ
と
ん
ど
の
都
市
は
、
一
時
中
断
な
ど
が
あ
っ
て

も
古
代
に
起
源
を
持
つ
が
、
後
述
す
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
な
ど
、
中
世
期

に
新
た
に
建
設
さ
れ
た
都
市
も
存
在
す
る
。
イ
タ
リ
ア
半
島
の
北
・
中

部
で
、
十
一
世
紀
頃
か
ら
都
市
を
中
心
に
住
民
の
自
治
に
よ
る
共
同
体
、

つ
ま
り
コ
ム
ー
ネ
が
誕
生
し
た
。
そ
の
中
で
も
有
力
な
コ
ム
ー
ネ
が
次

第
に
周
辺
の
小
都
市
や
農
村
地
域（
コ
ン
タ
ー
ド
）を
併
合
し
て
い
わ
ゆ

る
都
市
国
家
を
形
成
し
、
主
に
大
商
人
層
が
支
配
す
る
市
民
共
同
体（
都

市
コ
ム
ー
ネ
）
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
中
世
後
期
に
は
、
広
い
領
域
を
持

つ
領
域
国
家
に
ま
で
発
展
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
十
五
世
紀
の
北
イ
タ

リ
ア
に
は
、
大
小
様
々
な
国
家
が
存
在
し
て
い
た
。
各
国
家
の
政
体（
独

裁
政
、
寡
頭
政
、
共
和
政
）
や
発
展
の
経
緯
は
様
々
で
あ
り
、
ま
た
そ

れ
ぞ
れ
の
国
内
で
は
、
も
っ
と
規
模
の
小
さ
い
コ
ム
ー
ネ
が
自
立
性
の

講演する飯田先生と、豊田先生
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高
い
社
会
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

十
六
世
紀
に
入
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
の
間
で
イ
タ
リ
ア
半

島
を
め
ぐ
る
「
イ
タ
リ
ア
戦
争
」
が
勃
発
し
、
ナ
ポ
リ
や
ミ
ラ
ノ
は
ス

ペ
イ
ン
の
支
配
下
に
入
っ
た
。
そ
の
後
十
八
世
紀
末
ま
で
イ
タ
リ
ア
半

島
の
政
治
的
枠
組
み
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
十
九
世
紀
前
半
の
フ
ラ

ン
ス
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
支
配
を
経
て
、
世
紀
半
ば
以
降
独
立
運
動
が

高
ま
り
、
世
紀
後
半
に
徐
々
に
イ
タ
リ
ア
王
国
へ
の
統
一
が
進
ん
だ
。

し
か
し
統
一
国
家
に
な
っ
た
現
在
で
も
、
各
コ
ム
ー
ネ
の
自
立
性
は
高

い
。コ

ム
ー
ネ
の
独
自
性
は
、
言
語
に
も
及
ぶ
。
現
代
の
標
準
イ
タ
リ
ア

語
は
、
中
世
中
期
後
記
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
な
ど
を
中
心
と
す
る
ト
ス

カ
ー
ナ
地
方
で
使
用
さ
れ
た
「
俗
語
」
が
基
に
な
っ
て
い
る
が
、
イ
タ

リ
ア
半
島
で
は
方
言
が
現
代
ま
で
色
濃
く
継
承
さ
れ
、
方
言
（
＝
地
方

語
）
辞
書
の
出
版
も
盛
ん
で
あ
る
。
筆
者
は
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
に

か
け
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
商
人
が
作
成
し
た
商
業
関
係
の
史
料
を
読
む
機

会
が
多
い
が
、
こ
う
し
た
私
文
書
は
、
い
わ
ゆ
る
標
準
イ
タ
リ
ア
語
の

知
識
だ
け
で
は
到
底
解
読
で
き
な
い
も
の
が
多
い
。

さ
て
、
ア
ド
リ
ア
海
の
深
部
、
陸
か
ら
数
キ
ロ
離
れ
た
ラ
グ
ー
ナ

（
潟
）に
浮
か
ぶ
都
市
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
イ
タ
リ
ア
の
大
都
市
と
し
て

は
例
外
的
に
、
古
代
ロ
ー
マ
期
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
都
市
で
あ
る
。

こ
の
地
域
は
多
く
の
川
が
流
れ
込
む
た
め
、
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
土
地

が
出
現
す
る
よ
う
な
水
深
の
浅
い
潟
が
広
が
り
、
比
較
的
固
く
高
い
土

地
に
は
別
荘
や
小
屋
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
四
〜
五
世
紀
頃
か
ら
、
北

方
よ
り
ゲ
ル
マ
ン
系
を
中
心
と
し
た
人
々
が
ア
ド
リ
ア
海
深
部
の
沿
岸

地
帯
に
も
姿
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
、
近
隣
の
住
民
は
、
こ
れ
を
恐
れ

て
ラ
グ
ー
ナ
に
一
時
的
な
避
難
を
繰
り
返
し
た
。

ラ
グ
ー
ナ
は
天
然
の
要
塞
で
あ
っ
た
。
全
体
的
に
水
深
が
浅
く
、
船

が
航
行
で
き
る
水
路
は
限
ら
れ
る
。

水
路
を
示
す
た
め
に
ブ
リ
コ
ラ
と
呼
ば
れ
る
標
識
が
立
て
ら
れ
て
い

る
が
、
敵
が
襲
っ
て
き
た
場
合
、
こ
れ
を
抜
い
て
し
ま
え
ば
、
敵
は
座

礁
し
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
陸
に
上
が
る
と
、
ぬ
か
る
み
に
足
を
取
ら
れ

て
先
に
進
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
こ
の
方
法
で
、
戦

わ
ず
し
て
何
度
も
敵
を
撃
退
し
、
一
七
九
七
年
ま
で
、
約
一
〇
〇
〇
年

に
わ
た
る
独
立
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

ラ
グ
ー
ナ
に
避
難
し
た
人
び
と
は
、
や
が
て
自
然
の
水
路
を
生
か
し
、

比
較
的
固
く
て
高
い
土
地
に
小
島
を
埋
立
て
て
建
設
し
、
定
住
を
開
始

し
た
。
埋
め
立
て
は
海
水
下
の
固
い
粘
土
層
の
地
層
に
一
〇
メ
ー
ト
ル

以
上
の
松
材
を
隙
間
な
く
打
ち
込
み
、
そ
の
上
に
土
台
石
を
置
い
て
煉

瓦
を
主
体
と
す
る
軽
量
の
建
物
を
建
築
し
た
。
小
島
の
中
心
に
は
小
広

場
（cam

po

）
が
ひ
ら
け
、
そ
の
周
辺
に
教
会
や
有
力
者
の
家
が
並
ぶ
。

広
場
か
ら
伸
び
て
海
端
に
至
る
細
い
路
地
の
両
側
に
は
住
宅
が
ひ
し
め

い
て
い
た
。

そ
の
後
一
〇
〇
以
上
の
小
島
が
四
〇
〇
以
上
の
橋
で
つ
な
が
れ
、
水

路
は
「
運
河
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
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は
魚
の
形
を
し
た
大
き
な（
と
い
っ
て
も
二
キ
ロ
×
四
キ
ロ
程
度
）島
を

形
成
し
て
い
る
。
橋
は
小
島
同
士
を
つ
な
ぐ
た
め
に
後
か
ら
無
理
に
か

け
た
の
で
、
斜
め
に
ね
じ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
下
の

運
河
を
船
が
航
行
で
き
る
よ
う
全
て
太
鼓
橋
に
な
っ
て
い
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
面
積
に
比
較
し
て
教
会
が
多
い
。
こ
れ
は
、
か

つ
て
各
小
島
が
独
立
し
た
共
同
体
で
、
各
島
々
に
教
会
が
あ
っ
た
名
残

り
で
あ
る
。
ま
た
他
の
イ
タ
リ
ア
都
市
に
比
較
す
る
と
、
社
会
階
層
の

差
に
よ
る
土
地
の
住
み
分
け
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
も
、
小
島
の
集
合

体
だ
っ
た
こ
と
の
名
残
り
で
あ
ろ
う
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
多
い
小
広
場
は
、
他
都
市
と
違
い
、
ピ
ア
ッ
ツ
ァ

（piazza

）
で
は
な
く
カ
ン
ポ
（cam

po
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
、
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
は
、
都
市
の
中
心
で
あ
る
サ
ン
・
マ
ル
コ

広
場
（Piazza San M

arco

）
の
み
に
用
い
る
。
標
準
イ
タ
リ
ア
語
で

は
、
カ
ン
ポ
は
一
般
に
「
畑
」
を
意
味
す
る
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
、

都
市
の
創
成
期
に
埋
立
で
建
設
さ
れ
た
各
々
の
小
島
の
中
心
に
あ
っ
た

広
場（
空
き
地
）を
カ
ン
ポ
と
呼
ん
で
い
た
。
小
島
が
橋
に
よ
っ
て
結
ば

れ
て
現
在
の
様
な
都
市
が
形
成
さ
れ
た
後
も
、
地
域
の
精
神
的
中
心
と

し
て
カ
ン
ポ
の
場
所
と
名
称
が
残
さ
れ
た
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
埋
立
地
で
農
業
が
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、

都
市
の
建
設
当
初
か
ら
、
住
民
は
生
き
る
た
め
に
食
料
調
達
を
目
的
と

し
た
商
業
を
展
開
し
た
。
周
辺
の
魚
や
近
郊
の
沿
岸
地
帯
に
設
け
た
塩

田
で
採
れ
る
塩
と
内
陸
の
穀
物
等
を
交
換
す
る
河
川
交
易
か
ら
、
海
上

へ
交
易
の
場
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
半
島
の
東
岸
は
地
形
の

影
響
で
良
港
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
入
り
江
や
島
が
点
在
す
る
対
岸
の

ダ
ル
マ
テ
ィ
ア
沿
岸
を
征
服
し
な
が
ら
ア
ド
リ
ア
海
を
南
下
し
、
地
中

海
へ
進
出
し
た
。
地
中
海
で
は
、
当
時
の
先
進
地
域
で
あ
る
東
地
中
海

地
域（
東
ロ
ー
マ
帝
国
や
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
）と
、
後
進
地
域
の
ア
ル
プ

ス
以
北（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）を
結
ぶ
中
継
交
易
を
展
開
し
、
十
六
世
紀
に
至

る
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
業
の
覇
権
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

十
九
世
紀
に
イ
タ
リ
ア
本
土
と
長
い
鉄
橋（
リ
ベ
ル
タ
橋
）で
結
ば
れ

る
ま
で
、「
水
上
都
市
」
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
船
に
限
ら

れ
、
都
市
の
正
面
玄
関
は
サ
ン
・
マ
ル
コ
の
船
着
き
場
で
あ
っ
た
。
大

通
り
に
該
当
す
る
の
は
、
大
運
河
（Canal G

rande

）
で
あ
る
。
か
つ

て
移
動
は
主
に
水
路
が
用
い
ら
れ
た
が
、
今
で
は
多
く
の
運
河
が
埋
め

立
て
ら
れ
て
街
路
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
水
路
は
今
で
も
自
動

車
が
入
れ
な
い
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
最
も
効
率
の
良
い
移
動
と
輸
送
の

手
段
で
あ
る
。
大
量
の
荷
物
を
運
ぶ
に
は
水
路
が
最
も
効
率
が
良
い
こ

と
に
は
変
わ
り
な
い
。
早
朝
に
は
、
各
種
の
運
搬
船
や
ゴ
ミ
収
集
船
、

郵
便
船
、
建
材
を
乗
せ
た
ご
つ
い
船
、
昼
間
は
観
光
客
を
満
載
し
た
水

上
バ
ス
、
水
上
タ
ク
シ
ー
、
観
光
ゴ
ン
ド
ラ
が
盛
ん
に
行
き
来
す
る
光

景
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
街
路
は
概
し
て
狭
く
、
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
建
物

の
壁
が
街
路
に
向
か
っ
て
傾
い
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
面
白
い
の
は
、

同
じ
街
路
で
も
様
々
な
名
称
が
つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
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の
都
市
で
は
、
一
般
に
街
路
はvia

を
用
い
る
が（Via N

azionale

な

ど
）、
一
方
で
地
方
色
豊
か
な
名
称
も
多
く
存
在
す
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

で
は
、
水
路
に
関
し
て
は
、
主
要
な
運
河
はcanale

、
小
運
河
はrio

と
呼
ば
れ
る
。
一
方
、
街
路
はcalle

（
小
路
）、riva

（
河
岸
）、saliz-

zada

（
石
畳
で
舗
装
さ
れ
た
道
で
、
主
要
街
路
）、rio terra

（
小
運
河

沿
い
の
道
）、fondam

enta

（
比
較
的
新
し
い
運
河
に
沿
っ
た
道
）、

ruga

（
路
地
を
意
味
す
る
古
語
）、sottoportego

（
く
ぐ
り
道
）
な
ど
、

実
に
様
々
な
名
称
が
あ
る
。
く
ぐ
り
道
と
は
、
路
地
の
入
口
に
か
け
ら

れ
た
ト
ン
ネ
ル
状
の
通
路
で
あ
り
、
敷
地
の
狭
い
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
、

路
地
の
左
右
の
住
宅
が
二
階
以
上
を
増
築
し
た
結
果
こ
の
よ
う
な
形
状

に
な
っ
て
い
る
。
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
街
路
の
名
称
は
水
路
に
関

係
す
る
も
の
が
多
く
、
や
は
り
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
水
路
が
交
通
の
基

本
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

ま
た
街
路
に
は
、
往
時
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
商
業
の
広
が
り
を
象
徴
す

る
よ
う
な
名
称
が
多
い
。
た
と
え
ば
リ
ア
ル
ト
地
区
に
あ
る
「
カ
ッ
レ
・

ト
ス
カ
ー
ナ
」
は
、
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
の
ル
ッ
カ
か
ら
移
住
し
た
絹
織

物
職
人
や
商
人
が
多
く
住
ん
だ
場
所
で
あ
る
。
リ
ア
ル
ト
橋
か
ら
市
場

に
向
か
う
ア
ー
ケ
ー
ド
の
一
本
裏
手
に
は
、
毛
織
物
や
絹
織
物
の
展
示

販
売
を
行
っ
て
い
た
「
パ
ラ
ン
ゴ
ン
（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
方
言
で
「
比
較

す
る
」
と
い
う
意
味
）
通
り
（Calle del parangon

）」
が
あ
る
。
リ

ア
ル
ト
か
ら
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
へ
至
る
道
は
、
メ
ル
チ
ェ
リ
ア（M

er-
ceria

小
間
物
通
り
）と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ル
ヴ
ァ
シ
ア
通
り

（Calle M
alvasia

、
マ
ル
ヴ
ァ
シ
ア
と
は
、
ク
レ
タ
で
生
産
さ
れ
る
甘

く
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
高
い
ブ
ド
ウ
酒
）、
ム
ー
ア
人
広
場
（Cam

po 
dei m

ori

）
な
ど
、
東
地
中
海
地
域
と
の
商
業
に
関
わ
る
地
名
も
残
さ

れ
て
い
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
都
市
の
成
立
当
時
か
ら
生
き
る
た
め
に
交
易
を

生
業
と
し
、
異
国
で
の
取
引
を
活
発
に
行
う
一
方
で
、
自
ら
も
異
教
徒

や
外
国
人
を
寛
容
に
受
け
入
れ
た
。
例
え
ば
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
る

ヴェネツィア、効率的な移動・輸送手段の水路
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外
国
人
は
、
主
に
出
身
地
ご
と
に
宿
泊
施
設
を
提
供
さ
れ
、
そ
こ
に
滞

在
し
て
商
取
引
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
施
設
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は

フ
ォ
ン
ダ
コ（fondaco

）と
呼
ば
れ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
経
済
の
中
心
地

で
あ
っ
た
リ
ア
ル
ト
橋
の
た
も
と
に
位
置
す
る
ド
イ
ツ
人
商
館（Fond-

aco dei Tedeschi
、
現
中
央
郵
便
局
）
や
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
訪

れ
る
ム
ス
リ
ム
商
人
が
滞
在
し
た
ト
ル
コ
人
商
館
（Fondaco dei 

Turchi

、
現
自
然
史
博
物
館
）
が
有
名
で
あ
る
。
実
は
こ
の
フ
ォ
ン
ダ

コ
と
い
う
名
称
は
、「
隊
商
宿
」
を
表
す
ア
ラ
ビ
ア
語
フ
ン
ド
ゥ
ク
に
由

来
し
、
建
物
の
内
部
構
造
も
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
隊
商
宿
に
よ
く
似
て

い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
を
訪
れ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
商
人
は
、
現
地
で

こ
の
フ
ン
ド
ゥ
ク
に
滞
在
し
て
取
引
を
お
こ
な
い
、
そ
の
名
称
と
優
れ

た
機
能
を
自
身
の
故
郷
に
持
ち
帰
っ
て
活
用
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
大
運
河（
あ
る
い
は
中
小
の
水
路
）に
面
し
て
立
ち
並
ぶ
貴
族
の

館
は
、
家（casa

）が
訛
っ
てca’ 

と
呼
ば
れ
て
い
る（ca’ Barbarigo

＝
バ
ル
バ
リ
ー
ゴ
館
な
ど
）。
こ
れ
ら
は
商
取
引
と
社
交
お
よ
び
家
庭
生

活
が
一
体
と
な
っ
た
機
能
を
持
つ
商
館
で
あ
り
、
そ
の
内
部
構
造
も
ま

た
、
お
そ
ら
く
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
の
商
業
施
設
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

水
に
面
し
た
一
階
部
分
は
、
通
常
船
が
着
く
出
入
り
口
お
よ
び
荷
物
の

倉
庫
と
な
っ
て
お
り
、
二
階
部
分
に
商
取
引
お
よ
び
社
交
の
場
と
な
る

大
広
間
が
あ
り
、
同
時
に
二
階
・
三
階
は
家
庭
生
活
が
営
ま
れ
る
場
で

も
あ
っ
た
。

商
館
で
は
、
オ
ー
プ
ン
エ
ア
の
中
庭
に
内
階
段
が
つ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
多
い
が
、
こ
れ
も
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
隊
商
宿
な
い
し
は
商
業

施
設
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
ド
イ
ツ
人
商
館
や
サ
ン
・
マ

ル
コ
広
場
近
く
の
ス
キ
ア
ヴ
ォ
ー
ニ
河
岸
に
建
つ
最
高
級
ホ
テ
ル
・
ダ

ニ
エ
リ
（
か
つ
て
ダ
ン
ド
ロ
館
と
よ
ば
れ
た
十
四
世
紀
建
設
の
商
館
）、

現
在
フ
ラ
ン
ケ
ッ
テ
ィ
美
術
館
と
な
っ
て
い
る
、
リ
ア
ル
ト
橋
近
く
の

カ
・
ド
ー
ロ（
黄
金
の
館
）な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
街
路
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
は
、
大
抵
薄
暗
く
て
狭
い
（
そ
し
て
猫
や
犬
の
落
し
物
が
多

い
）
路
地
を
通
る
こ
と
に
な
る
が
、
か
つ
て
こ
う
し
た
路
地
は
基
本
的

に
裏
道
で
あ
り
、
商
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
水
路
が
基
本
で
あ
っ
た
こ
と

を
思
い
出
せ
ば
よ
い
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
、
歩
く
だ
け
で
は
な
く
、

是
非
手
軽
な
水
上
バ
ス
で
の
移
動
も
体
験
し
て
ほ
し
い
。
か
つ
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
を
結
ん
だ
、
水
上
都
市
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

本
当
の
姿
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

参
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入
門
』
昭
和
堂

亀
長
洋
子
『
イ
タ
リ
ア
の
中
世
都
市
』（
世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト106

）

山
川
出
版
社

齊
藤
寛
海
『
中
世
後
期
イ
タ
リ
ア
の
商
業
と
都
市
』
知
泉
書
館

ル
カ
・
コ
ル
フ
ェ
ラ
イ
（
中
山
悦
子
訳
）『
図
説
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
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ヴ
ェ
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ツ
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潟
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マ
ク
ニ
ー
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水
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一
郎
訳
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ヴ
ェ
ネ
ツ
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東
西
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ー

ロ
ッ
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な
め
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文
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ヴ
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ゼ
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ゾ
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、
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下
、
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倉
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ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
歴
史
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』
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洋
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馬
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島
孝
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編
『
イ
タ
リ
ア
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社
会
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遅
れ
て
来
た
「
豊

か
な
社
会
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の
実
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』
早
稲
田
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出
版
部
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村
・
伊
藤
編
著
『
近
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イ
タ
リ
ア
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歴
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

北
原
敦
編
『
イ
タ
リ
ア
史
』（
新
版
世
界
各
国
史
15
）山
川
出
版
社

島
村
奈
津
『
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
：
世
界
の
均
質
化
と
闘
う
イ
タ
リ
ア

の
小
さ
な
町
』
光
文
社
新
書

井
上
ひ
さ
し
『
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
紀
行
』
文
春
文
庫
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二
〇
一
三
年
五
月
二
〇
日

　
開
催

い
か
め
し
く
、
と
こ
と
ん
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
を
求
め
る

整
頓
魔
ド
イ
ツ 

豊
田
洋
美

■
講
演
者
…
…
豊
田
洋
美
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
非
常
勤
講

師
）

■
司

　
会
…
…
林

　
史
樹
（
本
学
ア
ジ
ア
言
語
学
科
教
授
）

は
じ
め
に

ド
イ
ツ
に
関
し
て
、
一
般
的
に
想
起
さ
れ
る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

往
々
に
し
て
「
堅
牢
」「
頑
丈
」「
武
骨
」「
重
厚
」「
ゴ
ツ
イ
」
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
が
多
か
れ
少
な
か
れ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
た

し
か
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
決
し
て
的
外
れ
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
た
だ
、

イ
メ
ー
ジ
は
あ
く
ま
で
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
で
は
、
実
際
に
、
ド
イ
ツ

人
の
会
話
や
日
常
生
活
の
中
で
頻
繁
に
聞
か
れ
体
現
さ
れ
て
い
る
言
葉

か
ら
具
体
性
を
追
求
し
て
み
た
い
。

そ
の
よ
う
な
言
葉
の
一
つ
に
、O

rdnung

（
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
）
と
い

う
名
詞
が
あ
る
。
英
語
な
らorder

に
あ
た
り
、
要
す
る
に
「
秩
序
」

「
整
然
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
状
態
」「
規
律
」
を
表
す
名
詞
で

あ
る
。
そ
こ
か
ら
考
え
る
と
、
先
に
あ
げ
た
ド
イ
ツ
・
イ
メ
ー
ジ
が
さ

ら
に
広
が
り
を
み
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、「
四
角
四
面
」「
規

則
一
辺
倒
」「
融
通
が
き
か
な
い
」「
と
っ
つ
き
に
く
い
」「
息
が
詰
ま
っ

て
肩
が
こ
り
そ
う
」…
…
。
何
や
ら
ど
う
も
少
々
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
イ
メ
ー

ジ
ば
か
り
が
一
人
歩
き
し
て
し
ま
い
そ
う
だ
が
、
極
力
中
立
的
に
、

O
rdnung

が
実
際
の
生
活
の
な
か
に
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
か
を
こ

れ
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

公
的
空
間
で
のO

rdnung

ま
ず
は
現
実
に
モ
ノ
を
秩
序
づ
け
、
整
理
整
頓
す
る
と
い
う
場
面
か

ら
見
て
い
き
た
い
。

公
的
な
空
間
、
例
え
ば
会
社
や
オ
フ
ィ
ス
と
い
っ
た
場
所
に
お
い
て

は
、
書
類
の
整
理
は
最
重
要
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

い
か
に
分
か
り
や
す
く
書
類
を
整
理
・
保
存
し
、
管
理
す
る
か
が
大
切

に
な
っ
て
く
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
際
に
活
躍
す
る
の
が
フ
ァ
イ
ル
、
ド
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いかめしく、とことんストレスフリーを求める整頓魔ドイツ

イ
ツ
語
で
い
う
と
こ
ろ
のO

rdner

（
オ
ル
ド
ナ
ー
）
な
の
だ
が
、
こ
れ

は
勿
論
、O

rdnung

の
派
生
語
、
動
詞
のordnen

（
オ
ル
ド
ネ
ン
）か

ら
来
て
い
る
。

こ
の
動
詞ordnen

の
意
味
を
一
言
で
い
う
と
、「
と
こ
と
ん
整
理
整

頓
し
て
片
付
け
秩
序
付
け
る
」
と
な
る
。
そ
の
整
理
整
頓
を
担
う
の
が

O
rdner

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、O

rdner

に
は
書
類
整
理
用
フ
ァ
イ
ル
、

と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
人
間
に
関
し
て
も
、「（
集
会
・
祭
典
な
ど
の
）

（
会
場
）
整
理
係
、（
行
進
な
ど
の
）
リ
ー
ダ
ー
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
。

ま
さ
に
、
徹
底
し
て
（gründlich
）「
秩
序
を
も
た
ら
す
べ
き
役
割
を

担
っ
た
も
の
」
な
の
だ
。

そ
し
て
ま
た
、
そ
の
ド
イ
ツ
の
フ
ァ
イ
ル
、
オ
ル
ド
ナ
ー
に
つ
い
て

紹
介
す
る
と
、
日
本
の
一
般
的
な
フ
ァ
イ
ル
よ
り
も
さ
ら
に
書
類
を
整

理
整
頓
し
、
管
理
・
収
納
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
。
書
類
を
綴
じ
る
レ
バ
ー
の
構
造
に
せ
よ
、
ま
た
、
オ
ル
ド
ナ
ー

を
棚
か
ら
取
り
出
し
や
す
く
す
る
た
め
の
、
背
表
紙
部
分
の
穴
の
存
在

に
せ
よ
、
こ
と
ご
と
く
無
駄
を
無
く
し
て
効
率
性
を
追
求
、
つ
ま
り
混

乱
を
避
け
る
た
め
の
配
慮
や
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
最
近
は
日
本
の

フ
ァ
イ
ル
も
、
以
前
に
比
べ
る
と
随
分
使
い
や
す
い
も
の
も
出
回
っ
て

は
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ド
イ
ツ
の
こ
の
オ
ル
ド
ナ
ー
、
発
明
さ
れ
た

の
は
一
〇
〇
年
以
上
も
前
の
一
八
九
三
年
の
こ
と
だ
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
オ
ル
ド
ナ
ー
に
よ
っ
て
効
率
化
が
は
か
ら
れ
た
ド
イ
ツ
の

オ
フ
ィ
ス
は
、
仕
事
中
は
多
少
別
と
し
て
も
、
仕
事
の
後
、
帰
宅
す
る

時
に
は
机
の
上
に
は
ほ
と
ん
ど
余
計
な
も
の
を
置
か
な
い
、
と
い
う
の

が
標
準
的
な
光
景
の
よ
う
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
こ
れ
な
ら
、
翌
日
も
仕

事
が
始
め
や
す
く
、
作
業
効
率
も
上
が
る
上
に
、
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し
た

光
景
が
目
に
入
っ
て
こ
な
い
、
つ
ま
り
視
覚
か
ら
の
情
報
も
ス
ッ
キ
リ

（
整
理
整
頓
、
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
！
）し
て
い
れ
ば
、
余
分
な
ス
ト
レ
ス
の

軽
減
効
果
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
に
お
け
るO

rdnung

次
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
、
ま
ず
は
、
学
生
下
宿
に
お
け
る
実
例

か
ら
検
証
を
始
め
た
い
。

か
つ
て
、
ド
イ
ツ
南
西
部
の
大
学
町
で
、
住
人
の
大
半
は
学
生
と
い

う
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
キ
ッ
チ
ン
や
バ

講演する豊田先生
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ス
ル
ー
ム
が
完
備
し
た
部
屋
は
一
つ
も
な
く
、
自
分
の
部
屋
に
あ
る
の

は（
ベ
ッ
ド
や
机
に
本
棚
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
収
納
家
具
の
ほ
か
に
は
）

洗
面
台
の
み
、
と
い
う
シ
ン
プ
ル
さ
。
各
フ
ロ
ア
に
そ
れ
ぞ
れ
共
同
の

キ
ッ
チ
ン
と
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
、
そ
し
て
ト
イ
レ
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
設
備
を
十
数
人
が
共
同
使
用
す
る
と
な
れ
ば
、
時
に
は
不

快
な
思
い
を
す
る
こ
と
も
無
く
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
た
が
、

予
想
に
反
し
て
、
そ
う
い
っ
た
不
快
感
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
総
じ
て
「
清
潔
さ
」
と
い
う
秩
序
、
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
を
保
と

う
と
い
う
姿
勢
が
貫
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
今

度
は
、
気
が
付
か
な
い
う
ち
に
自
分
が
他
の
住
人
に
不
快
感
を
与
え
て

い
な
い
か
ど
う
か
が
気
に
な
っ
て
少
し
疲
れ
て
く
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
毎
日
の
な
か
、
珍
し
い
こ
と
に
、
キ
ッ
チ
ン
の
調
理
台

に
、
吹
き
こ
ぼ
れ
の
跡
が
残
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
た

と
き
は
、
不
快
感
を
覚
え
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
逆
に
人
間
く
さ
さ
を

感
じ
て
ホ
ッ
と
し
た
よ
う
な
気
分
に
す
ら
な
っ
た
。
大
体
、
学
生
下
宿

な
ん
て
、
そ
ん
な
に
い
つ
も
い
つ
も
き
れ
い
に
ば
か
り
も
し
て
い
ら
れ

ま
い
、
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。

が
、
そ
の
後
二
〜
三
日
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
共
同
キ
ッ
チ
ン
の

壁
に
元
々
貼
っ
て
あ
っ
た
「
キ
ッ
チ
ン
を
き
れ
い
に
（M

ach die Kü-
che sauber!

）」
と
い
う
貼
り
紙
の
文
句
の
下
に
さ
ら
に
ダ
メ
押
し
の

下
線
が
引
い
て
あ
っ
た
。
そ
の
下
線
が
ま
た
、
強
調
効
果
抜
群
の
目
立

つ
色
で
あ
る
。（
ピ
ン
ク
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。）
住
人
た
ち
の
誰

の
所
業
か
は
知
る
由
も
な
か
っ
た
が
、
そ
う
い
え
ば
共
同
キ
ッ
チ
ン
で

の
調
理
を
終
え
た
後
、
彼（
女
）ら
が
調
理
台
に
飛
び
散
っ
た
汚
れ
を
実

に
丁
寧
に
拭
き
取
る
姿
が
思
い
出
さ
れ
て
く
る
。
い
や
、
丁
寧
に
、
と

い
う
よ
り
は
、
大
仰
に
言
う
な
ら
、
仇
敵
に
立
ち
向
か
う
か
の
よ
う
な

集
中
し
た
面
持
ち
で
掃
除
し
て
い
た
、
と
い
え
よ
う
か
。
今
に
し
て
思

え
ば
、「
清
潔
さ
」
と
い
う
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
を
守
る
こ
と
へ
の
執
念
の
よ

う
な
も
の
を
垣
間
見
た
経
験
だ
っ
た
。

さ
て
、
次
は
学
生
下
宿
な
ら
ぬ
一
般
家
庭
で
の
実
例
を
見
て
み
た
い
。

こ
れ
は
筆
者
が
実
際
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
と
い
う
か
間
借
り
し
て
住
ん

だ
ド
イ
ツ
人
家
庭
の
話
で
あ
る
。

第
一
例
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
Ｅ
家
で
の
こ
と
。
Ｅ
家
に
到
着
し
て
部

屋
に
案
内
さ
れ
て
か
ら
、
家
庭
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
物
の
置
き
場
や
設
備

の
説
明
を
受
け
た
の
だ
が
、
正
直
い
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
住
ん
で
い
た
、

先
の
学
生
下
宿
の
時
よ
り
も
さ
ら
に
内
心
、
緊
張
し
た
。
キ
ッ
チ
ン
で

の
食
器
や
、
シ
ー
ツ
そ
の
他
の
リ
ネ
ン
や
タ
オ
ル
類
の
保
管
の
仕
方
は
、

ま
さ
に
ビ
シ
ッ
と
「
隙
が
無
い
」
と
い
う
整
え
ら
れ
方
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
掃
除
の
仕
方
も
、
時
間
と
手
間
を
効
率
よ
く
配
分
し
て
あ

る
ら
し
く
、
毎
日
順
繰
り
に
時
間
と
場
所
を
区
切
っ
て
掃
除
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
掃
除
に
か
け
る
時
間
に
も
労
力
・
方
法
に
も
オ
ル
ド
ヌ

ン
グ
が
確
立
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
そ
の
数
年
後
、
再
び
ド
イ
ツ
人
家
庭
に
厄
介
に
な
る
こ
と
に

な
り
、
今
度
は
筆
者
と
四
〜
五
歳
し
か
年
の
違
わ
な
い
独
身
女
性
Ｂ
嬢
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いかめしく、とことんストレスフリーを求める整頓魔ドイツ

の
フ
ラ
ッ
ト
に
間
借
り
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
家
に
比
べ
る
と
、
こ

ち
ら
は
多
少
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
た
が
、
家

の
中
の
ど
こ
に
何
が
ど
の
く
ら
い
の
量
で
収
納
さ
れ
て
い
る
の
か
は
誰

が
見
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、
混
乱
と
い
う
も
の
は
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
。
比
較
的
、
若
い
世
代
の
住
ま
い
で
も
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
は
徹
底
し
て

い
た
わ
け
だ
。

そ
の
他
、
間
借
人
を
お
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
一
般
家
庭
に
お
い

て
も
、
ま
ず
大
抵
は
家
の
中
の
掃
除
が
行
き
届
き
、
つ
ね
に
整
頓
さ
れ
、

ス
ッ
キ
リ
と
し
た
空
間
が
保
た
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

全
般
的
に
い
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
つ
ね
に
き
っ
ち
り
と
整
理
整
頓

し
て
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
を
守
る
と
い
う
こ
と
に
、
彼
ら
が
特
別
に
神
経
を

す
り
減
ら
し
て
い
た
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
ご
く
自
然
に

「
た
だ
自
分
が
居
心
地
よ
く
過
ご
す
た
め
に
」
整
理
整
頓
を
心
が
け
て
い

た
、
と
い
う
風
情
で
あ
っ
た
。

な
か
に
は
、
例
外
的
に
、
散
ら
か
っ
た
カ
オ
ス
的
空
間
で
暮
ら
し
て

い
る
人
も
皆
無
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
今
の
と
こ
ろ
そ
う

い
う
実
例
を
目
に
し
た
こ
と
は
な
い
。

「
万
事
Ｏ
Ｋ
」

今
ま
で
、
こ
の
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
と
い
う
言
葉
・
概
念
が
実
際
の
生
活

空
間
の
な
か
で
い
か
に
体
現
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
み
て
き
た
わ
け

だ
が
、
こ
の
言
葉
は
、
実
際
の
言
い
回
し
と
し
て
も
、
日
常
会
話
の
な

か
で
頻
繁
に
登
場
す
る
。
そ
れ
は
“Alles in O

rdnung.

”（「
万
事
Ｏ

Ｋ
」）
と
い
う
言
い
方
で
あ
る
。Alles

が
全
て
と
い
う
意
味
で
、
つ
ま

り
こ
の
表
現
を
あ
え
て
直
訳
す
れ
ば
「
全
て
が
秩
序
の
な
か
に
お
さ

ま
っ
て
い
る
」
と
な
る
。
こ
の
表
現
の
仕
方
に
、
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
と
い

う
も
の
が
い
か
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
か
が
表
れ
て
い
る
と
と
ら
え
た

ら
、
見
方
が
う
が
ち
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、「
万
事
何
の
支
障
も
な
く
順
調
だ
」
と
い
う
場
合
、
さ
ら
に

仰
々
し
く
“Alles ist in schönster （bester

） O
rdnung.

”と
表
現

す
る
。
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
と
い
う
言
葉
を
、
形
容
詞schön

（
美
し
い
、
素

敵
な
）
あ
る
い
はgut

（
良
い
）
の
最
上
級
を
用
い
て
修
飾
し
て
い
る
の

だ
。
そ
し
て
最
上
級
な
ど
持
ち
出
さ
な
い
ま
で
も
、
“In O

rdnung.

”

（「
よ
ろ
し
い
、
承
知
し
た
」）と
い
う
表
現
も
よ
く
耳
に
す
る
が
、
直
訳

す
る
な
ら
、「
秩
序
の
な
か
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
要
す
る
に
、「
秩
序
の
な
か
に
あ
る
こ
と
、
秩
序
づ
い
て
い
る
こ

と
」
が
「
良
き
こ
と
」、「
あ
る
べ
き（
正
常
な
）状
態
」
だ
と
い
う
価
値

観
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
のO

rdnungsliebe

（Liebe

は
愛
、
つ
ま
り
オ
ル

ド
ヌ
ン
グ
ス
リ
ー
ベ
と
は
「
几
帳
面
」「
整
頓
好
き
」
の
意
）は
、
つ
ま

る
と
こ
ろ
、
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
が
自
己
目
的
化
し
て
し
ま
っ
た
、
オ
ル
ド

ヌ
ン
グ
の
た
め
の
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
、
な
の
だ
ろ
う
か
？
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ゲ
ミ
ュ
ー
ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
（G

em
ütlichkeit

）
を
求
め
て

さ
て
、
こ
こ
で
一
度
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
と
は
別
の
言
葉
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
そ
れ
は
や
は
り
日
常
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
「
ゲ
ミ
ュ
ー

ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
（G

em
ütlichkeit

）」
と
い
う
語
で
あ
る
。
直
訳
で
き

る
日
本
語
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
、
翻
訳
し
難
い
言
葉
の
一
つ
で

あ
る
が
、
あ
え
て
言
う
な
ら
「
く
つ
ろ
い
で
安
心
で
き
る
心
地
よ
さ
」

と
で
も
言
い
表
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
筆
者
と
し
て
は
、
こ
の
語

を
「
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
安
心
し
て
い
ら
れ
る
状
態
」
と
表
現
し
た
い
。

こ
の
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
と
い
う
語
は
、
先
に
述
べ
て
き
た
「
四

角
四
面
で
秩
序
一
点
ば
り
」
の
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
と
は
一
見
、
無
関
係
あ

る
い
は
真
逆
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、
こ
の
両
者
、
実
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
つ
な
が
り
、
コ
イ
ン
の
裏

表
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
ゲ

ミ
ュ
ー
ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
を
追
求
す
る
に
は
、
あ
る
種
の
条
件
が
必
要
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
条
件
の
一
つ
が
、
オ
ル
ド
ヌ

ン
グ
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

ゲ
ミ
ュ
ー
ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
と
は
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
状
態
で
は
な
い

か
、
と
述
べ
た
が
、
例
え
ば
会
社
や
仕
事
に
お
い
て
、
ス
ト
レ
ス
ゼ
ロ

と
い
う
の
は
、
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
な
か
で
い

か
に
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
仕
事
で
可
能
な
限

り
余
計
な
手
間
ひ
ま
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
一
つ
の
手
段
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
と
秩
序
の
維
持
・
管
理
が
不
可

欠
で
あ
る
。
も
し
も
カ
オ
ス
状
態
の
な
か
で
仕
事
、
な
ど
と
い
っ
た
ら

ス
ト
レ
ス
は
増
す
ば
か
り
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
少
し
で
も
ス
ト
レ
ス
を
少

な
く
す
る
、
あ
る
い
は
回
避
し
よ
う
と
せ
ん
が
た
め
に
、
ド
イ
ツ
人
は

と
こ
と
ん
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
を
重
ん
じ
る
の
だ
、
と
解
釈
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
と
は
、
最
終
的
に
は
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
リ

ヒ
カ
イ
ト
を
と
こ
と
ん
求
め
る
が
ゆ
え
の
重
要
な
手
段
に
な
っ
て
い
る

の
だ
と
考
え
る
と
納
得
が
い
く
の
で
あ
る
。

家
庭
内
で
の
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
に
し
て
も
、
モ
ノ
が
あ
ふ
れ

か
え
っ
て
乱
雑
に
散
ら
か
し
た
状
態
で
は
、
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
状
態
な

ど
と
て
も
覚
束
な
い
。
掃
除
を
徹
底
し
て
と
こ
と
ん
家
の
中
を
き
れ
い

に
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
た
す
ら
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
を
求
め

る
の
だ
。

ゲ
ミ
ュ
ー
ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
の
追
求
と
い
え
ば
、
閉
店
法
（Laden-

schlussgesetz, 

ラ
ー
デ
ン
シ
ュ
ル
ス
ゲ
ゼ
ッ
ツ
）
も
、
時
間
の
整
理

と
家
庭
内
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
に
は
一
役
買
っ
て
い
た
と
い
え
よ

う
。
こ
の
法
律
は
、
週
の
営
業
時
間
の
上
限
を
定
め
、
そ
の
範
囲
内
で

あ
れ
ば
営
業
し
て
よ
い
、
と
い
う
法
律
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
よ
り
、

か
つ
て
は
平
日
は
午
後
六
時
か
ら
六
時
半
、
土
曜
日
は
長
く
て
午
後
四

時
ま
で
し
か
一
般
商
店
が
営
業
し
て
お
ら
ず
、
日
曜
日
は
全
面
的
に
ク

ロ
ー
ズ
、
と
い
う
の
が
普
通
だ
っ
た
。（
飲
食
店
や
駅
の
売
店
な
ど
は
例

外
。）筆
者
も
当
初
は
こ
の
法
律
に
驚
き
、
戸
惑
っ
て
い
た
の
だ
が
、
気

が
付
く
と
、
夕
方
以
降
の
時
間
が
有
効
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
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いかめしく、とことんストレスフリーを求める整頓魔ドイツ

つ
ま
り
、
時
間
的
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
が
つ
け
や
す
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
一
般
家
庭
な
ら
、
家
族
の
団
欒
の
時
間
も
持
ち
や
す
く
な

る
こ
と
だ
ろ
う
。
買
い
物
に
は
不
便
な
面
も
あ
っ
た
閉
店
法
だ
が
、
一

方
で
は
団
欒
と
い
う
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
の
実
現
に
は
役
立
っ
て

い
た
面
が
た
し
か
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。（
現
在
で
は
こ
の
法
律
は
ず

い
ぶ
ん
緩
和
さ
れ
、
大
規
模
店
舗
の
営
業
時
間
は
延
長
傾
向
に
あ
る
が
、

個
人
商
店
な
ど
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。）

ま
た
、
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
の
追
求
、
と
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
人

が
重
視
す
る
休
暇（U

rlaub

）の
過
ご
し
方
に
も
、
徹
底
し
て
ゲ
ミ
ュ
ー

ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
を
求
め
る
傾
向
が
現
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
個
人
差
は

あ
っ
て
も
、
二
〜
三
週
間
の
休
暇
の
間
、
と
に
か
く
ひ
た
す
ら
の
ん
び

り
す
る
、
と
い
う
人
が
多
数
派
の
よ
う
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
心
血
注
い

で
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
状
態
を
求
め
て
い
る
ら
し
い
。

ま
と
め

最
後
に
な
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
の
こ
と
わ
ざ
を
一
つ
紹
介
し
て
お
き
た

い
。
“Ordnung ist das halbe Leben.

”（
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ

　
イ
ス
ト

　

ダ
ス
　
ハ
ル
ベ
　
レ
ー
ベ
ン
）、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
「
人
生
・
生
活
の
半
分
は
秩
序
だ
。（
秩
序
・
整
理
が
し
っ
か
り
し

て
い
れ
ば
人
生
・
生
活
は
大
丈
夫
で
あ
る
。
そ
う
し
た
ら
あ
と
は
人
生

を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
）」。
人
生
を
楽
し
む
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は

き
っ
と
、
と
に
か
く
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
と
こ
と
ん
ゲ
ミ
ュ
ー

ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
に
浸
り
き
る
、
と
い
う
意
味
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
重
視
と
い
う
と
、
た
し
か
に
い
か
め
し
く
、
し
か
つ

め
ら
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
か
め
し
い
の
一
点
張
り
で
も
な
い
。

秩
序
付
け
る
の
も
徹
底
的
だ
が
、
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
の
追
求
も
、

徹
底
的
で
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
と
こ
と
ん
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
リ
ヒ
カ
イ

ト
を
求
め
る
が
ゆ
え
に
オ
ル
ド
ヌ
ン
グ
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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